平成２５年度第２回名張市子ども権利委員会　会議録要旨
Ⅰ　開催日時：平成２５年度９月２７日(金)午後１時３０分から３時
Ⅱ　場所：市役所２階　庁議室
Ⅲ　出席者：子ども権利委員会　委員長、委員７名、(欠席　委員2名)
　　　　　　事務局　子ども部長、子ども家庭室長、子ども政策室長、子ども政策室員、子ども相談員２名、子ども家庭室員
Ⅳ　内容
1． 　議事

　＜ばりっ子すくすく計画見直しについて＞

1 計画見直しについて
基本計画について、子ども条例第20条の第3項に策定後3年ごとに推進状況等を勘案し、必要があると認めたときは見直しをすると謳われている。計画見直し予定として、平成25年度については内容を検討し、平成26年度6月頃にアンケート実施、8月に集計を行いまとめていく。行動計画に基づいた具体的施策については、12月から1月にかけて各関係する所管において、進捗状況の調査を行い内部評価をする。その検証結果とアンケートのまとめ、また、子どもの意見を聞く機会を設け、それら３本柱で計画見直しをする。予定として12月にパブリックコメント、平成27年度3月には、ばりっ子すくすく計画の第3次を策定する。
2 アンケートについて

　ばりっ子すくすく計画の見直しのためのアンケート実施について、1回目は、ばりっ子すくすく計画策定するにあたり平成20年度に実施。対象は小学5年生と中学1年生。2回目は、見直しとして平成23年度に実施。対象は、小学2年生、5年生、中学2年生、調査対象となる児童の保護者、教職員及び、市職員。
【質疑・意見交換】(○：委員　⇒：事務局)

· アンケートの内容が難しいのではないか。前回の時は、回答、集計できる程度に
回答があったのか。
⇒　学校への説明を行い、工夫をしていただいた。ひとつひとつの項目ごと読み上げ進めていってもらった。小学２年生の回収率は９８％であった。
· アンケートの対象や規模について、学校の先生などは異動等あるので、新しい意見もで
てくると思うが、市職員はどうなのか。新たに、ここ２，３年で採用された方を対象にするのはどうか。
⇒　名張市がこの条例を制定し、ばりっ子すくすく計画に基づき全庁的に取り組んでいるということをアンケートを行うことで認識したのではないかと考えるので、今後も市職員をアンケートの対象としていく。
· 市職員の回収率が６０％と低いということであるが、一般的なアンケートの回収
率は50％前後だと思うので、比較すると高いのではないか。Ｈ２０年、H２３年にアンケートを行い、対象が小学２年生、小学５年生、中学２年生で、他の学年はどうなのか疑問もあるが、２回アンケートの対象となった小学5年生、中学2年生については、彼らなりの認識が高くなっていれば、このアンケートをする意味がゼロではないと思う。だから、市職員の方も前回と同様に対象の方にアンケートをしていただきたい。
· 調査対象に、市立病院の職員、医師会、私立の幼稚園職員、保育ママはどうなの

か。
⇒　医師会が対象になると、調査内容を検討していかなければならないので、医師会の会長さんと相談していく。幼稚園は公と民の協議会のなかでお願いしていく。保育ママについては、事務局の方で検討していく。
· 前回、前々回との比較があったほうが、これからの施策の参考になるのではないか。

· 定点観測をするほうがいいのではないか。
· アンケートの対象については、今後事務局に検討していただくことにする。
　＜子ども・子育て支援事業計画専門委員会の設置について＞

　　政策室より資料説明。

　　　設置の趣旨について、子どもや子どもを養育している者に必要な支援を行い、一人一人の子どもが健やかに成長することができる社会の実現を目的とした子ども・子育て支援法が平成24年8月に交付された。法においては、市町村が5年に1期とする教育・保育及び放課後児童クラブ等の地域子ども子育て支援事業の提供体制の確保等の業務の円滑な実施に関する計画を定めるとこととして、計画へ子ども子育て会議の設置が努力義務とされているところでる。名張市権利委員会は、以前にも部会を設けて、子ども・子育て支援に関する事項の審議を行った経過を踏まえ、地方版子ども・子育て会議の役割を担うため、部会として、子ども・子育て支援事業計画専門委員会を設置していくことを考えている。
　　　構成員については、子ども・子育て支援に関する専門的な事項を審議するために、子育て当事者を専門委員として加える。子ども権利委員会から4名、子育て当事者6名の計10名。
【質疑・意見交換】(○：委員　⇒：事務局)
⇒待機児童解消のために、市は家庭的保育事業を行い、病児病後児保育など市民のニーズの高い事業を積極的に取り組んでいく必要がでてきている。また、10年後20年後の少子化の見込みを入れながら、3歳未満児の保育ニーズを勘案し計画的に整備していかなければならない。一方で、幼稚園が空いている状況があり、活用する認定子ども園の事業も合わせて行う必要がある。幼稚園と保育所を一つの施設長が運営していくので保護者の理解も難しい事業であるが、しっかりした計画をもって行う。
○　保育所の待機児童を解消してゼロですというのではなく、保育の内容や施設整備の面での問題もあるのではないか。
　　○　保育所に預ける側の保護者の利便性や待機児童を減らすことも大事であるが、預けられる側の子どもが置き去りにならないような議論になってほしい。
　　⇒子どものための保育所なので、その思いだけはなくさないように計画を作っていきたい。

　＜その他＞

· 子ども相談室の電話を、子どもがアクセスしやすいように期間限定ではあるが無料にする。子ども権利週間の11月21日～27日に実施。

· 企業への子ども条例の周知について、八幡工業団地の新神戸電機さんへ12月頃、啓発を行う予定。
· 地域への子ども条例の周知について、名張地区まちづくり協議会と連携して、隠街道市に参加し啓発を行う。

· ばりっこ会議において、昨年度、提言があった給食レシピが、10月9日に学校給食で実施される。
